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担当教員授業題目

英文授業名 　

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 遠隔授業科目 備考

信大コンピテンシー

G2B40104 2026

出会いの哲学 鵜飼　哲

Philosophy of Encounter 分藤　大翼

2 前期 水曜･２時限 全

共通教育６１講義室 講義

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力 哲学的な概念を理解し、自らの思考や表現において適切に使う
ことができるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

芸術文化、多文化協働

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 「場所」「人」「言葉」など1３の扉から、「出会う」とはどういうことか、具体的な事例をもとに考え
ます。「哲学」もその扉のひとつです。二十世紀の哲学は「出来事」や「他者」に関心を深めましたが
「出会い」が主題になることは稀でした。「他者」ばかりか「自分」までが「出会い」の相手になり「
出来事」の現場になる。そんな世界の意味を、文章、映像、音楽を参照しながら探ります。

(5)授業のキーワ
ード

哲学、思想、芸術

(6)授業計画 1. ガイダンス
2. 場所と出会う
3. 人と出会う
4. 言葉と出会う
5. 文学と出会う
6. 音楽と出会う
7. 哲学と出会うⅠ
8. 哲学と出会うⅡ
9. 映画と出会う
10. 歴史と出会う
11. 政治と出会う
12. 動物と出会う
13. 友と出会う
14. 親族と出会う
15. 自分と出会う＆まとめ　授業アンケート

(7)成績評価の方
法

期末試験は行わない。成績は次の配分とする。
感想レポート：70点（第2回～第15回、各回5点）。レポートの課題は、講義の内容を踏まえて、興味深
かったこと、疑問に思ったことなどを簡潔に書くことです。eALPSを使って毎回期限までに提出してもら
います。期末レポート：30点
◎授業において書き方、提出の仕方等を説明します。

(8)成績評価の基
準

感想レポート：講義に対する感想が、講義の内容を踏まえて具体的に書かれているか。
期末レポート：課題をよく理解した上で、自分の考えを適切な文章で書いているか。

※合計点が90点以上で「卓越している」、80-89点で「かなり上にある」、70-79点で「やや上にある」、
60-69点で「合格の水準にある」と評価する。

(9)事前事後学習
の内容

講義で配布される資料を活用し、自主的に学習すること。事後学習として、毎回の講義を復習しレポー
トを執筆･提出すること。

※この授業は90時間の学修を必要とする内容です。従って、60時間以上の時間外学習が必要となります。

(10)履修上の注意 特になし。

(11)質問,相談へ
の対応

授業終了後に対応します。

(12)授業への出席 全ての回に出席することを基本とします。出欠は課題の提出によって確認します。

(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

「学修の補充の対象とする事由」により出席できない場合は、共通教育履修案内に掲載されている方法
により補充を受けるための申請をおこなってください。

【教科書】 指定しない。

【参考書】 授業時に紹介します。


